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回次
第61期

第２四半期累計期間
第62期

第２四半期累計期間
第61期

会計期間
自  2022年２月１日
至  2022年７月31日

自  2023年２月１日
至  2023年７月31日

自  2022年２月１日
至  2023年１月31日

売上高 （千円） 4,522,954 5,006,636 9,242,360

経常利益 （千円） 691,862 882,829 1,203,054

四半期（当期）純利益 （千円） 479,740 617,721 895,148

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 238,284 238,284 238,284

発行済株式総数 （株） 10,627,920 10,627,920 10,627,920

純資産額 （千円） 3,844,221 4,235,433 4,047,958

総資産額 （千円） 5,507,129 5,977,912 5,673,188

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 45.15 58.14 84.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 20.00 37.50 60.00

自己資本比率 （％） 69.8 70.9 71.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 401,259 477,629 872,598

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △21,467 1,166 △24,085

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △215,921 △422,830 △426,831

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,718,069 4,031,846 3,975,881

回次
第61期

第２四半期会計期間
第62期

第２四半期会計期間

会計期間
自  2022年５月１日
至  2022年７月31日

自  2023年５月１日
至  2023年７月31日

１株当たり四半期純利益 （円) 20.37 26.78

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

  （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

  当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

  当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、アフターコロナの需要拡大に伴い、緩やかに回復しております。

主要顧客である自動車関連メーカー並びに半導体製造装置関連メーカーにおいて旺盛な開発意欲が継続しており、

当社への技術者要請が旺盛でした。

  このような状況の中、当社の技術者派遣事業においては、技術者数が増加したことに加え、技術者ニーズの上昇

基調を受けて稼働率が高水準で推移し、2023年入社の新卒技術者の配属が当初の予定より前倒しで進捗したことに

より、稼働人員が前年同期を上回りました。また、技術者不足の傾向により新卒技術者の初配属単価が上昇したこ

とに加え、既存の技術者の業務実績を踏まえた顧客企業との単価交渉により、技術者単価が前年同期を上回りまし

た。労働工数は前年同期と同水準となりました。

  請負・受託事業においては、積極的な営業展開により、受注プロジェクトへの配属者数が増加いたしました。

  利益面においては、スタッフの増員、採用広告等の採用投資を実施したことに加え、採用・営業活動の回復に伴

い旅費交通費等が増加したことにより、販売管理費が増加いたしました。

  これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は5,006,636千円（前年同期比10.7％増）、営業利益は882,032千

円（前年同期比27.7％増）、経常利益は882,829千円（前年同期比27.6％増）、四半期純利益は617,721千円（前年

同期比28.8％増）となりました。また、営業利益率は17.6％となりました。

(2）財政状態の状況

  当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ304,723千円増加し、5,977,912千円となりまし

た。これは主に、売掛金の増加236,219千円、現金及び預金の増加55,965千円があったことによるものでありま

す。

  負債につきましては、前事業年度末に比べ117,248千円増加し、1,742,478千円となりました。これは主に、未払

金の減少91,932千円があったものの、未払法人税等の増加118,034千円、預り金の増加100,501千円があったことに

よるものであります。

  純資産につきましては、前事業年度末に比べ187,474千円増加し、4,235,433千円となりました。これは主に、利

益剰余金の増加192,699千円があったことによるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ55,965千

円増加し、4,031,846千円となりました。

  当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は、477,629千円（前年同期比76,370千円増）となりました。これは主に、売上債

権の増加額236,219千円、法人税等の支払額163,650千円があったものの、税引前四半期純利益890,768千円があっ

たことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果得られた資金は、1,166千円（前年同期は21,467千円の使用）となりました。これは主に、無形

固定資産の取得による支出5,718千円があったものの、投資有価証券の売却による収入9,231千円があったことによ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は、422,830千円（前年同期比206,908千円増）となりました。これは主に、配当金

の支払額422,700千円があったことによるものであります。
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(4）経営方針・経営戦略等

  当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

  当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(6）研究開発活動

  該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年９月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,627,920 10,627,920
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数100株

計 10,627,920 10,627,920 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

  該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年５月１日～
2023年７月31日

－ 10,627,920 － 238,284 － 168,323

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社関口興業社 兵庫県西宮市南郷町３-20 2,126,000 20.00

アルトナー従業員持株会 大阪市北区中之島３丁目２-18 935,848 8.80

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３-23 480,000 4.51

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11-３ 373,200 3.51

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED 
STOCK FUND （PRINCIPAL ALL 
SECTOR SUBPORTFOLIO）
（常任代理人　株式会社三菱Ｕ
ＦＪ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210 
U.S.A.
（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

245,258 2.30

STATE STREET BANK AND TRUST 
CLIENT OMNIBUS ACCOUNT OM02 
505002
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

100 KING STREET WEST, SUITE 3500, PO 
BOX 23 TORONTO, ONTARIO M5X 1A9 
CANADA 
（東京都港区港南２丁目15-１　品川イン
ターシティＡ棟）

180,000 1.69

THE BANK OF NEW YORK MELLON 
140040
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY 
10286,U.S.A.
（東京都港区港南２丁目15-１　品川イン
ターシティＡ棟）

167,559 1.57

張替  朋則 茨城県つくば市 140,840 1.32

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNYM 
GCM CLIENT ACCTS M ILM FE
（常任代理人　株式会社三菱Ｕ
ＦＪ銀行）

2 KING EDWARD STREET, LONDON EC1A 1HQ 
UNITED KINGDOM
（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

138,750 1.30

ＪＰモルガン証券株式会社
東京都千代田区丸の内２丁目７-３　東京
ビルディング

135,696 1.27

計 － 4,923,151 46.33

（５）【大株主の状況】

  （注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数は、すべて信託業務に係るものであります。
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2023年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,558,900 105,589 －

単元未満株式 普通株式 66,620 － －

発行済株式総数 10,627,920 － －

総株主の議決権 － 105,589 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

  （注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式69株が含まれております。

2023年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アルトナー
兵庫県尼崎市西大物町

５番２号
2,400 － 2,400 0.02

計 － 2,400 － 2,400 0.02

②【自己株式等】

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
  当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2023年５月１日から2023年７

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年２月１日から2023年７月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2023年１月31日)

当第２四半期会計期間
(2023年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,975,881 4,031,846

売掛金 1,129,522 1,365,742

仕掛品 4,099 5,101

原材料及び貯蔵品 3,689 2,892

その他 54,764 73,415

貸倒引当金 △6,700 △8,100

流動資産合計 5,161,256 5,470,898

固定資産

有形固定資産 80,424 78,511

無形固定資産 27,370 25,389

投資その他の資産

敷金及び保証金 94,876 94,812

その他 309,261 308,299

投資その他の資産合計 404,137 403,111

固定資産合計 511,932 507,013

資産合計 5,673,188 5,977,912

負債の部

流動負債

未払法人税等 179,813 297,848

賞与引当金 165,195 171,383

その他 608,576 580,154

流動負債合計 953,585 1,049,386

固定負債

退職給付引当金 671,645 693,092

固定負債合計 671,645 693,092

負債合計 1,625,230 1,742,478

純資産の部

株主資本

資本金 238,284 238,284

資本剰余金 168,323 168,323

利益剰余金 3,636,258 3,828,958

自己株式 △739 △869

株主資本合計 4,042,126 4,234,696

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,832 736

評価・換算差額等合計 5,832 736

純資産合計 4,047,958 4,235,433

負債純資産合計 5,673,188 5,977,912

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2023年２月１日
　至　2023年７月31日)

売上高 4,522,954 5,006,636

売上原価 2,890,578 3,115,704

売上総利益 1,632,375 1,890,932

販売費及び一般管理費 ※ 941,471 ※ 1,008,899

営業利益 690,904 882,032

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 141 151

受取手数料 286 282

研修教材料 519 441

未払配当金除斥益 633 473

その他 235 246

営業外収益合計 1,817 1,597

営業外費用

支払利息 130 98

解約違約金 727 690

その他 0 12

営業外費用合計 858 800

経常利益 691,862 882,829

特別利益

投資有価証券売却益 － 7,938

特別利益合計 － 7,938

税引前四半期純利益 691,862 890,768

法人税、住民税及び事業税 225,249 278,358

法人税等調整額 △13,126 △5,311

法人税等合計 212,122 273,046

四半期純利益 479,740 617,721

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2023年２月１日
　至　2023年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 691,862 890,768

減価償却費 12,746 12,009

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,300 1,400

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,383 6,188

退職給付引当金の増減額（△は減少） 52,300 21,447

受取利息及び受取配当金 △141 △152

支払利息 130 98

投資有価証券売却損益（△は益） － △7,938

未収入金の増減額（△は増加） 938 72

売上債権の増減額（△は増加） △220,094 △236,219

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,675 △205

未払消費税等の増減額（△は減少） △41,638 △51,204

未払金の増減額（△は減少） △34,358 △91,932

その他 156,063 96,895

小計 616,817 641,226

利息及び配当金の受取額 141 152

利息の支払額 △130 △98

法人税等の支払額 △215,568 △163,650

営業活動によるキャッシュ・フロー 401,259 477,629

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,042 △2,398

無形固定資産の取得による支出 △4,444 △5,718

敷金及び保証金の差入による支出 △10,089 －

敷金及び保証金の回収による収入 122 64

投資有価証券の売却による収入 － 9,231

その他 △13 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,467 1,166

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △129

配当金の支払額 △215,921 △422,700

財務活動によるキャッシュ・フロー △215,921 △422,830

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 163,869 55,965

現金及び現金同等物の期首残高 3,554,199 3,975,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,718,069 ※ 4,031,846

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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  前第２四半期累計期間
（自  2022年２月１日

    至  2022年７月31日）

  当第２四半期累計期間
（自  2023年２月１日

    至  2023年７月31日）

給料及び手当 351,209千円 352,501千円

旅費交通費 35,870 52,408

賃借料 85,668 89,314

賞与引当金繰入額 19,899 25,073

退職給付費用 13,518 8,833

減価償却費 12,598 11,842

貸倒引当金繰入額 1,300 1,400

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前第２四半期累計期間
（自  2022年２月１日

至  2022年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自  2023年２月１日

至  2023年７月31日）

現金及び預金勘定 3,718,069千円 4,031,846千円

現金及び現金同等物 3,718,069 4,031,846

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月21日

定時株主総会
普通株式 217,823 20.50 2022年１月31日 2022年４月22日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月８日

取締役会
普通株式 212,510 20.00 2022年７月31日 2022年10月７日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月27日

定時株主総会
普通株式 425,021 40.00 2023年１月31日 2023年４月28日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月８日

取締役会
普通株式 398,454 37.50 2023年７月31日 2023年10月６日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第２四半期累計期間（自2022年２月１日  至2022年７月31日）

１．配当金支払額

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの

Ⅱ  当第２四半期累計期間（自2023年２月１日  至2023年７月31日）

１．配当金支払額

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となる

もの
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社の報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

前第２四半期累計期間
（自  2022年２月１日

至  2022年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自  2023年２月１日

至  2023年７月31日）

技術者派遣 4,135,567千円 4,542,376千円

請負・受託 378,006 432,234

その他 9,380 32,025

顧客との契約から生じる収益 4,522,954 5,006,636

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 4,522,954 5,006,636

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

  当社の報告セグメントは単一であり、財又はサービスの種類別に分解した収益は、以下のとおりであります。

前第２四半期累計期間
（自  2022年２月１日

至  2022年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自  2023年２月１日

至  2023年７月31日）

１株当たり四半期純利益 45円15銭 58円14銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 479,740 617,721

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 479,740 617,721

普通株式の期中平均株式数（株） 10,625,544 10,625,495

（１株当たり情報）

  １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  （注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

２【その他】

  2023年９月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………398,454千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………37円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2023年10月６日

（注）  2023年７月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

  該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2023年９月11日

株式会社アルトナー

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中畑  孝英

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小松野  悟

監査人の結論

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルト

ナーの2023年２月１日から2024年１月31日までの第62期事業年度の第２四半期会計期間（2023年５月１日から2023年７月

31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年２月１日から2023年７月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルトナーの2023年７月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

  四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

  監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

  監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

  監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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  （注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュ

ー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる

可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

  監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

  監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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